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共培養及び 3Dスフェロイド培養は，新規化合物の誘導能を評価するのに有用であることが示唆された．  
 
論文審査の結果の要旨 
上記の研究は、医薬品開発段階における非臨床試験においてカニクイザル新鮮肝細胞及び凍結肝細胞が有用であることを
明らかにしたものであり、薬物動態学的機能の解明で重要な知見を得たものとして価値ある業績と認める。よって本研究者は、博
士（薬科学）の学位を得る資格があると認める。 
 
